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26．腫瘍スキャンに用いられる各種RIの比較

　　　一57Co－BLMおよび169Yb　citrate

　　　　　　　　　　　　　　を中心として一
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　最近悪性腫瘍の診断に利用しうる種々の核種が開発さ

れているが，我々はこれらのうち二，三の核種を臨床診

断に応用して，それらの核種の相互比較を試みた．

　我々の主として検討したのは，57Co一ブレオマイシ

ン，169Yb一クエン酸イッテリビュウム，203Hg・塩化第二

水銀，67Ga一クエン酸ガリウム等で，シンチスキャナー一・

またはシンチレーションカメラを使用し，シンチグラム

によって検討した．

　肺癌を対象としてのシンチグラムでは，上記の4種と

もに70％以上の陽性率が得られた．

　57Co・ブレオマイシンは腫蕩以外の他の臓器への取り

こみが比較的少なく，コントラストのよいシンチグラム

が得られた．食道癌を対象とした場合は169Yb・クエン酸

イットリビ』ユウム，203Hg・塩化第二水銀等は，肝，腎また

は骨への集積が多いために腫瘍の像が掩蔽されることが

あるので使用し難く，57Co・ブレオマィシン，67Ga・クェ

ン酸ガリウムが比較的良好なシンチグラムが得られた

が，57Co一ブレォマィシンが優れていて，この場合の陽

性率は約65％であった．胃，食道のような臓器では腫瘍

の存在する部位とスキャンニングの姿勢との関連も重要

な条件となり今後さらに研究の必要がある．

　その他の部位，例えばホチモン氏病の場合に203Hg塩

化第二水銀で陽性像が得られ，また骨転移には169Yb・ク

エン酸イッテリビュウムが転移巣を明確にとらえる事が

出来た．
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　〔目的〕　悪性腫瘍陽性描画に用いられる放射性医薬品

は病変部を確実に指摘できるだけの腫瘍親和性が要求さ

れると同時に臨床的に容易に入手可能で常時使用可能な

状態でなければならない．さらに放射線被曝に関しては

検査を実施する者とそれを受ける患者の両者についても

考慮されねばならない．今回は169Yb・クエン酸を67Ga一

クエン酸，57Co・ブレオマイシンと比較し，その臨床成

績から利害得失を検討したい．

　〔方法〕　各種悪性腫瘍患者ならびに明らかに悪性病変

との鑑別が困難であった207例を対象とした．169Yb・ク

エン酸は　500μCi，67Ga・クエン酸は1mCi，57Co・ブレ

オマィシンは500μCiを患者1名当りの標準量として静

注し，6時間，24時間，48時間後にシンチグラム像を撮

影した．検出装置はPHO／GAMMA　III型シンチカメ

ラ，5吋シンチスキャナーを使用した．

　〔結果〕①169Yb・クエン酸腫瘍シンチ55症例中各種

悪性腫瘍47例の陽性33例，陰性14例で適中率は70．2％，

見逃し率は29．8％であった．良性病変8例中陽性1例，

陰性7例で適中率は87．5％o，偽陽性率は12．5％であっ

た．

　②67Ga・クェン酸腫瘍シンチ136症例中各種悪性腫瘍

108例の陽性99例，陰性9例で適中率は91．7％であった．

良性病変28例中陽性17例，陰性11例で適中率は39．3％と

低く，偽陽性率は60．7％であった．

　③57Coブレオマイシン腫瘍シンチ16症例中各種悪性

腫瘍15例中陽性8例，陰性7例で適中率は53．7％，見逃

し率は46．7％eであった．良性病変1例は陰性であった．

　〔結論〕169Yb・クエン酸腫瘍シンチは適中率70．2％で，

67Ga・クエン酸腫瘍シンチの91．7％oの適中率より低いが，

57Co一ブ1／オマイシン腫瘍シンチの適中率53．3％より高

かった．被曝線量がやや多いことと骨格との重複による

適中率の低下が問題となるが，比較的安価で常時患者の

増減に左右されることなく検査が実施出来る点で臨床応

用上大きなメリットがあろう．
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